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戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年
（
一
九

四
九
）
八
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
大

学
日
本
研
究
所
長
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ネ
ッ

ト
・
ホ
ー
ル
教
授
が
岡
山
を
訪
れ
、
ミ
シ

ガ
ン
大
学
日
本
研
究
所
の
現
地
分
室
を
岡

山
に
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
各
分
野

の
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
と
し
て
、
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
総
合
的
な
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
研
究
方
法
は
、
当
時
の
日
本

で
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ

れ
に
触
発
さ
れ
た
開
学
間
も
な
い
岡
山
大

学
で
も
、
こ
の
分
室
に
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る

と
共
に
、
新
制
大
学
と
し
て
の
使
命
に
応

え
る
た
め
に
研
究
団
体
を
結
成
す
る
べ
き

だ
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、「
瀬
戸
内
海

総
合
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
で
力
を
注

い
だ
の
は
、農
・
山
・
漁
村
の
総
合
調
査
で
、

そ
の
う
ち
山
村
の
調
査
対
象
地
域
と
な
っ

た
の
は
富
村
の
大
地
区
で
し
た
。
こ
の
調

査
は
、昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）か
ら
、

歴
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学
・
社
会
学
・

法
制
史
・
農
業
経
済
学
・
民
俗
学
・
言
語
学
・

教
育
学
・
人
類
学
・
地
質
学
・
動
物
学
・

植
物
学
・
林
学
・
畜
産
学
・
医
学
・
建
築

学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
が
合

宿
し
て
合
同
で
現
地
調
査
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
成
果
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）

に
『
山
村
の
生
活
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
平
均
的
な
山
村
集
落
を

対
象
と
し
た
詳
細
な
調
査
は
、
当
時
の
学

会
の
注
目
を
集
め
、
そ
の
後
も
様
々
な
形

で
の
共
同
研
究
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
に
発
足
し
た

鏡
野
町
で
も
、
新
町
の
産
業
振
興
策
定
の

た
め
の
基
礎
的
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、

町
と
岡
山
大
学
で
鏡
野
町
綜
合
調
査
を
実

施
す
る
た
め
調
査
団
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
基
礎
班
・
歴
史
班
・
農

業
班
・
地
方
行
財
政
班
に
分
か
れ
、
町
民

も
多
数
参
加
し
て
、
昭
和
三
十
二
〜
三
十

四
年
（
一
九
五
七
〜
一
九
五
九
）
ま
で
調

査
が
行
わ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
『
鏡
野

町
綜
合
調
査
報
告
書
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
綜
合
調
査
に
よ
っ
て
、
町
の
歴

史
や
戦
後
の
農
村
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
、
学
術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
町
民
の
郷
土
史
へ
の
関
心
を

高
め
、
町
の
振
興
計
画
の
策
定
に
大
い
に

役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
取
り
組
み
は
町
学
校
教
育
研
修
所
に

よ
る
『
鏡
野
の
歴
史
』
の
刊
行
（
昭
和
三

十
七
年
）
に
至
り
、
子
供
た
ち
の
歴
史
・

文
化
財
に
対
す
る
意
識
の
向
上
へ
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。 

　

上
齋
原
村
で
も
、
昭
和
四
十
九
年
（
一

九
七
四
）
に
岡
山
大
学
教
育
学
部
の
地
域

研
究
会
が
村
内
の
自
然
・
歴
史
・
産
業
・

社
会
構
造
・
教
育
な
ど
を
調
査
し
、『
中

国
山
地
の
村
』（
昭
和
五
十
一
年
刊
）
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
村
の
実
態
を
総
合
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
研
究
は
、
戦
後
の
様
々

な
価
値
観
が
変
わ
る
中
、
そ
し
て
高
度
経

済
成
長
期
の
古
き
も
の
へ
の
関
心
が
薄
れ

る
中
で
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
地
域
の
歴

史
を
記
録
し
、
そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
上

で
の
現
状
を
把
握
し
、
将
来
の
発
展
へ
の

構
想
に
つ
な
げ
る
と
い
う
、
町
づ
く
り
の

根
幹
と
な
る
も
の
の
基
礎
資
料
を
ま
と
め

た
と
い
う
点
で
は
、
非
常
に
意
義
深
い
も

の
で
、
そ
の
成
果
は
後
の
町
村
の
行
政
運

営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
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